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2022 年前期・進捗報告（実⾏団体） 
● 提 出 ⽇ ： ２０２２年 10 ⽉ 4 ⽇ 
● 事 業 名 ： 外国⼈による地域活動推進と多⾔語情報発信プロジェクト 
● 資⾦分配団体 ： ⼀般財団法⼈中部圏地域創造ファンド 
● 実 ⾏ 団 体 ： 外国⼈との共⽣を考える会 
 

① 実績値＝原則、2022 年 4 ⽉〜9 ⽉末の実績値 

アウトプット 指標 ⽬標値 達成時期 
現在の指標の達成状況 

(実施した活動内容も５W１H や、参加⼈数等もわかるように書いて
ください＝別紙⼀覧でも可) 

進捗
状況
＊ 

1 本チームが外
国籍住⺠に対する
調査やデータ分析
を整理し、報告書
をまとめる 

データ分析結
果報告書の作
成 

研究にも使⽤できる
精度を持ったデータ
分析結果報告書が作
成されている 

1 本チームが外
国籍住⺠に対する
調査やデータ分析
を整理し、報告書
をまとめる 

保⾒団地でのアンケート調査の分析にかかわり、すでにその成果は、
多⽂化多様性の輝く保⾒団地プロジェクト編，2021，『「多⽂化多様性
が輝く保⾒団地」をめざした住⺠アンケート調査報告書』としてすで
にまとめている。 
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2  外国籍住⺠が
防災活動講座に参
加する 

①参加者数 
②防災活動の
運営の担い⼿
数 

①20 名以上 
2 名以上 

2 外国籍住⺠が
防災活動講座に参
加する 

保⾒団地内に、外国籍住⺠による防災活動への参加が進んでおり、
2022 年度は 2021 年度よりやや少なかったが、7 ⽉ 24 ⽇に⾃治区が
主催した防災訓練では、20 名以上が参加した。また、防災活動の運営
の担い⼿育成の事業を、⾃治区と協働で進めている。県営保⾒⾃治区
の防災隊は⽇本⼈・外国⼈各々のグループが結成され、これまでの講
座に外国⼈は６名参加した。 
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3  外国籍住⺠が
多⾔語情報発信等
のコミュニティビ
ジネスを考える外
国籍住⺠の⾃主講
座を開催する 

①外国籍住⺠
による開催 
②講座への参
加者数 
③講座修了者
の実施事業数 

①期間中に外国籍住
⺠によるコミュニテ
ィビジネスを考える
⾃主講座が 1回以上 
②20 名 
1 事業以上 

3 外国籍住⺠が
多⾔語情報発信等
のコミュニティビ
ジネスを考える外
国籍住⺠の⾃主講
座を開催する 

⾃主活動促進講座をスモールビジネス講座に変更し 2020 年度に実
施。共⽣の会としてはその企画協⼒をし、参加者は 13 ⼈だった。ま
た、保⾒で⾏うとよいコミュニティビジネスの内容について 2021 年
度にチーム会議にて計 7回検討を⾏った。 
講座修了者の実施事業数は、2 である。 
防災、情報発信については、また、愛知県警等の防災に関する動画や、
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各種団体の防災にかかわる多⾔語資料を収集し、中京⼤学と連携しつ
つ、ホームページ上での情報発信を 2022 年 7 ⽉以降計３回実施して
いる。 
⾃主講座については、まだ計画中の段階である。 

＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 
 

3. (任意）活動に関する報告 
 活動については、コロナ禍で対⾯での講座が困難となっていたが、多⾔語情報の収集と発信のめどがつついたため、最終の 2022 年度の実施に向けて準備を
進めている。 

 
③ 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 
☐⾃団体のウェブサイトで表⽰している  ☐広報制作物に表⽰している  
þ報告書に表⽰している ☐イベント実施時に表⽰している ☐その他 

→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 
 
2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB 等） 
  ２０２２年６⽉１７⽇に NHK 名古屋「ドリームネイバーズ」にて紹介。 
  『広報にしお』２０２２年５⽉１⽇号に活動が集会される。 
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2.広報制作物等 
  なし 

3.報告書等 
  なし 

4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
  ２０２３年２⽉に実施予定である。 

 

添付資料 

活動の写真（画像データは 1 枚２MG 以下、3〜4 枚程度） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
プロジェクトチームの HPへの外国語情報発信を保⾒プロジェクト（中京⼤）と⼀緒に取り組んだ。 
 

＝＝⾃治会活動は⼊居者が主体＝＝ 
去る 6⽉ 17 ⽇に NHK名古屋放送で緑町住宅の防災活動が紹介されました。国籍を問わず⼊居者同⼠の助
け合い⽀え合いで仲良く楽しい団地づくりが⾃治会活動だと思います。当然、住⺠だけでは困難な現状・
課題もあります。それは管理者や⾏政区との連携協働で住み良い住環境整備に努めましょう。 
外国⼈の共⽣を考える会では、緑町住宅が実施してきた外国⼈住⺠が主体となった防災活動の経験をお伝
えしながら、保⾒団地での活動サポートに関わっていく予定です。 

 


